
会         議        記         録 

会 議 の 名 称 広報広聴特別委員会 
会議場所 第３委員会室 

担当職員 三宅・池永 

日 時 平成２４年１１月２７日（火曜日） 
開 議   午後 ４時 １０分 

閉 議   午後 ４時 ５７分  

出席委員 ◎菱田 ○福井 苗村 山本 西村 明田 石野  木曽議長  

事務局出席者  今西局長、藤村次長、阿久根係長、三宅、池永 

傍聴者 市民 １名 報道関係者 －名  
 

会  議  の  概  要 
１６：１０ 

１ 開議  

－菱田委員長あいさつ－ 

 

２ 議事 

 

（１）議会だより №１５５（１２月定例会号）の掲載事項について 
  （ア）全戸配布日 

・２月１日（金）（ただし、発行日は１月３１日） 
（イ）編集内容について 

・前回号の総括 

・今回号の企画、全体構成の協議 

・役割分担 

＜福井副委員長＞ 

№１５５号は１月３１日の発行とする。編集内容について、まず、前回号の総括を

行いたい。意見を。 

また、別紙により今回号の企画もあわせて考えていきたい。特に４・５ページの特

集づくりについて、今回、環境対策特別委員会から掲載の要望を聞いているので、

その点を含めて協議したい。これまで、主に１５ページに特別委員会の活動報告を

掲載してきた。今回の個人質問の質問者数によりページ割りが変わってくるが、特

別委員会の活動報告としては、環境対策特別委員会、都市基盤整備対策特別委員会

が委員会を終了する方向であるため、４・５ページの特集として組むことも考えら

れる。また、議会報告会についても次回で一巡するので、議会報告会特集とするこ

とや、定例会の流れをマンガ、イラストでわかりやすく掲載することも特集として

組んでみたいと考えている。全体を通して意見を。山本委員はどうか。 

＜山本委員＞ 

 ４・５ページの取り扱いについては、特別委員会のありかたを会派でも検討してい

るところであり、その動向により変化があれば特集とすることも了と考える。 

＜福井副委員長＞ 

 各特別委員会の動きをみてということも一つと考える。石野委員はどうか。 

＜石野委員＞ 

今のところこれといったものはない。 



＜福井副委員長＞ 

 苗村委員はどうか。 

＜苗村委員＞ 

 特別委員会の動向によっては、特集を組むことは必要である。議会報告会の特集に

ついては、次回の開催で一巡するので、次の議会だよりで特集を組むべきと考える。

今回は特別委員会の特集を組むべき。 

＜福井副委員長＞ 

 ３月定例会は予算がある。議会報告会の特集を組む場合は６月定例会号になるであ

ろう。西村委員はどうか。 

＜西村委員＞ 

 前回の表紙写真はぼけたものとなった。反省点である。特集としては、大規模スポ

ーツ施設の動きが出てくる頃なので、市民の関心も高いことから、これに関して市

長がこれまで述べてこられたことや理事者答弁を中心とした特集を組んでみては

どうか。 

＜福井副委員長＞ 

 明田委員はどうか。 

＜明田委員＞ 

 現在、環境対策、都市基盤整備対策の２つの特別委員会については、終了の方向性

を持っている。環境対策特別委員会では、議会だよりへの掲載を想定して協議をし

ているところであり、それなりにまとめをしているので、その内容を特集ページと

して掲載したいと考える。 

＜福井副委員長＞ 

 特集については精査をして次回の委員会で提案したい。西村委員から意見のあった

トップページの写真について、今回は時季にあった写真撮影に努めたい。各委員、

写真のテーマについて考えておくように。また、一般質問については、前回、写真

や問答のスタイルなど変えてみた。これについてはいかがか。 

＜明田委員＞ 

 今回もこのように掲載することでよいと思うが、その次からは写真なしの方向性で

検討してはどうか。 

＜苗村委員＞ 

 このスタイルのままでよい。 

＜福井副委員長＞ 

 一般質問については、今回も前回同様の取り扱いで掲載することとする。 

＜西村委員＞ 

 個人質問の写真については、質問者の背景をぼかしているが、他の議員の顔がぼけ

ている点を整理できないものか。 

＜福井副委員長＞ 

 前回、人物の切り抜きを検討した経過があるが、今回は切り抜きで掲載することと

したい。 

＜西村委員＞ 

 背景に他の議員が写っているほうがよい。他の議員がぼけているのがよくない。 

＜福井副委員長＞ 

 実際の写真で効果をみながら検討したい。全体を通じての課題であるが、役割分担

について、担当できるところは担当者を決めていきたい。まず、トップページの写

真撮影、２ページの記事、４・５ページの特集、議会報告会、編集後記について担



当を願いたい。まず編集後記についてはどうするか。 

＜明田委員＞ 

 一巡する最後であるので、委員長又は議長で対応してはどうか。 

＜福井副委員長＞ 

 委員長にお世話になることでお願いしたい。＜了＞ 

＜福井副委員長＞ 

 トップページの写真撮影はどうか。 

＜西村委員＞ 

 各委員が撮影したものを持ち寄ることでどうか。それぞれの地域性もあり、各委員

が意識を持って写真を撮るべきである。 

＜福井副委員長＞ 

 写真はいつまでに必要となるか。 

＜事務局＞ 

 編集日程では、１月８日の委員会でゲラ出稿する予定であるので、それに間に合わ

せる必要がある。 

＜福井副委員長＞ 

 今回は、各委員が写真を撮影し、その中から選定することとする。写真は縦型、タ

イトル等の配置を意識して撮影願う。 

先日の議会報告会の開催について、各会場責任者にインタビューをとってもらった

が、市民ホールでのインタビューについて確認したい。 

＜石野委員＞ 

女性が１名のみであったので、その方にお願いしたものである。 

＜福井副委員長＞ 

１行のみであり辛い内容である。この件について後で協議したい。 

本日の議会だよりの編集についての協議はこの程度とする。 

 

（ウ）議会だより編集日程（案）について 
・ １２月１４日（金）◇広報広聴特別委員会（本会議終了後） 

          （レイアウト、掲載項目、写真の協議など） 

・ １２月２１日（木）◇広報広聴特別委員会（閉会後）    

          （掲載項目の確認など） 

・ １２月２５日（火）一般質問の原稿〆切 

 

・  １月 ８日（火）◇広報広聴特別委員会 １０時～     

                （文章、レイアウト、写真の確認） 

・  １月２１日（月）◇広報広聴特別委員会 １０時～    

                （ゲラ版での確認） 

・  １月２３日（水）校了 

＜福井副委員長＞ 
 次回の委員会において、それまでの経過をみて特集記事を考えたい。定例会の閉会
日には掲載項目を決定する。＜了＞ 
 

（２）一巡後の議会報告会について 

 

＜事務局＞ 

－前回の委員会で決定した事項の確認、地元議員の取り扱いについての資料説明－ 



＜事務局＞ 

前回の委員会で話のあった地元議員の参加について、賛成者の数は１０人、どちら

でも良いが３人、反対者の数は９人であった。 

＜菱田委員長＞ 

 今後、常任委員会や会派が動く可能性があるが、現状をベースに地元議員を入れて

シミュレーションした結果である。 

＜西村委員＞ 

 地元議員の定義が出身地になるのかどうかが決まっていない。報告会は議会として

の立場で行うものである。「地元議員が参加する」というのは無しにして、単純に

サイクルで割り振って、たまたま地元議員が入る、入らないで良いのでは。その方

が説明がつく。 

＜菱田委員長＞ 

 地元議員の定義は「その地域に住所のある議員を外す」ということでこの２年間や

ってきたのであり、入れる場合はその逆となる。広報広聴の意見として①住所のあ

る議員を意図的に入れる、②住所のある議員を意図的に入れない、③そのような概

念を外し、班分けをして班でまわる、のどれにするか。 

＜明田委員＞ 

 入る所、入らない所が出ても仕方がない。意図的に入れる、入れないではなく。 

＜西村委員＞ 

 最初は地元議員が行くべきと考えていたが、「地元議員が地元に行く」とすると、

地元議員のいない町がどのように思うか。地元にとっては「あの人が地元議員だ」

と思っている所もある。 

＜菱田委員長＞ 

 吉川会場で同じような話が出た。「吉川町には地元議員がいないので物事が進まな

い」という意見に、「議員は亀岡市全体のことを考えている」と答えた。 

＜苗村委員＞ 

 西村委員の意見に賛成。「地元議員を外す」という制約を外しては。 

＜石野委員＞ 

 今までやってきたようなやり方でやっては。地域の人は地元議員に何を期待してい

るのか。 

＜山本委員＞ 

 地元の議員が来なければいけないという声を聞いたことがない。議員は市全体のこ

とを考えるべきなので、それで良いのでは。 

＜福井副委員長＞ 

 これまで皆の意見を聞き、地元議員を入れる理由は、動員面や地域課題を把握して

いるからかと考えていた。それをランダムに組んで、行く人は行く、行かない人は

行かないというのであれば、今まで通り地元議員を外してはどうか。逆に、地元議

員を入れることで議会報告会が良くなる等の効果があるのであれば、地元議員を入

れるべきである。①か②のどちらかにすべきであり、③には賛同できない。 

 

＜菱田委員長＞ 

－意見を整理－ 

明田委員、西村委員、苗村委員、石野委員、山本委員の５人が③の意見で、多数で

ある。 

＜議長＞ 



 議会全体の問題であるので、いったん会派に持ち帰っては。 

＜菱田委員長＞ 

 委員会としての意見は確定し、最終的には議運で会派に持ち帰ってはどうか。 

＜議長＞ 

 それで良い。 

＜菱田委員長＞ 

 委員会の意見は確定し、最終議運で確定する。 

 

（３）次回の議会報告会（１２月定例会報告分）の日程等について 

・議会だより…１月３１日発行 

・場所： 西別院町、本梅町、河原林町 

 

＜菱田委員長＞ 

２月は臨時会もある。２月２０日、２１日、２２日くらいでどうか。＜了＞ 

 

（４）その他 

   ・岡山県井原市議会視察対応（予定） 

日時：平成２５年１月１０日（木） 

１３：００～１５：００ 

内容：広報広聴の取り組み（議会だより、議会報告会）  

＜菱田委員長＞ 

 正副委員長で対応する。他の委員もできる限り参加願いたい。 
   

～１６：５７ 


